
1 

 

マスク着用の有効性に関する科学的知見 

2023年2月8日 

西浦 博、阿南英明、今村顕史、太田圭洋、岡部信彦、小坂 健、押谷 仁、尾身 茂、賀

来満夫、釜萢 敏、河岡義裕、川名明彦、忽那賢志、小林慶一郎、齋藤智也、鈴木 基、館

田一博、田中幹人、谷口清州、中島一敏、中山ひとみ、西田淳志、古瀬祐気、前田秀雄、脇

田隆字 

1．はじめに 

〇マスクの着用は、会話や咳の際に自分の感染性粒子を飛ばさないようにすること（他者を

感染させないこと）、そして、周囲の感染性粒子を吸い込むことがないこと（自分を感染さ

せないこと）を目的としている。 

〇季節性インフルエンザでは有症状者が高い発熱と全身倦怠感を伴う症状のために、2次感

染が起こり得る間は自宅以外で他人に接触することは限られていた。他方、新型コロナウイ

ルス感染症においては、発病前の潜伏期間に2次感染の約半分に相当する感染が起こること

が知られ[1]、また、発病せずに無症状のままでいる者や軽症の感染者から感染が広まりや

すいことが知られている[2]。 

〇2020年6月以降、病原性が高いこと、そして、ワクチンの供給前や供給途中の状況で、感

染によって免疫を得た人が少なかったことから、できる限り感染機会を減らすためにマスク

を常に装着することが約2年にわたって推奨されてきた[3]。2022年5月24日に、政府は屋外

のマスクの着用は不要であることを示した[4]。 

〇本文書では、日常生活での新型コロナウイルス感染予防におけるマスク着用の有効性に関

する科学的知見をまとめると共に、諸外国におけるマスク着用の呼びかけについて事例を紹

介する。 

〇本文書に記された知見は、今後の研究の進展により更新される可能性がある。 

2．日常生活でのマスク着用の有効性に関する科学的知見 

〇いわゆる一般人口におけるマスク着用に関する78件の研究をメタ解析した結果では、マス

ク着用者の週あたり感染リスクが非着用者の0.84倍（95％信頼区間：0.71-0.99）に低下す

ることが知られている。観察期間を2週にすると、着用者の感染リスクは非着用者の0.76倍

（95％信頼区間：0.66-0.88）に低下すると推定されている[5]。これはマスクを着用するこ

とによって自分が感染しないための効果に相当する。ただし、人口中の着用率が低く感染リ

スクが比較的高い条件下（デンマーク）で実施されたランダム化比較試験では、着用者と非

着用者の間で1か月間の感染リスクの差異は見出せず、自分が感染しないための効果が必ず

しも十分でないとする知見もある[6]。 
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〇新型コロナウイルス感染症の対策では、原則として有症状者に着用を推奨していた従来と

異なり、コミュニティ全体で症状の有無に関わらずマスク着用が推奨されたり、義務化され

たりすることがあった（universal maskingなどと称される）。それは、上述の通り、無症

状の感染者から2次感染が起こり、また、多くの感染者が発病前に感染性を有するとき、自

宅以外での屋内空間で他者を感染させる性質があるためである。感染者が不織布マスクを着

用することによってこのような2次感染のリスクは軽減され得る（これは他者に感染させな

いための効果に相当する）。本課題に関する論文21編を系統的にレビューした研究による

と、マスク着用をコミュニティ全体で推奨した際、新規感染者数、入院患者数、死亡者数を

それぞれ減少させる効果があることが示唆された[7]。バングラデシュにおける地域レベル

でのクラスターランダム化比較試験では、マスク着用によるコミュニティの感染リスクの低

減を認めたが[8]、着用勧奨段階でのバイアス混入の可能性も指摘されており因果関係は十

分に立証されているわけではない[9]。小中学校においては、米国マサチューセッツ州の15

週間に渡る観察研究で、マスク着用の義務を解除した学校と義務を継続した学校の児童やス

タッフを比較した時、着用義務を解除した学校では感染リスクが1000人あたり44.9人（95％

信頼区間：32.6-57.1）増えたと報告されている[10]。 

〇米国における研究では、流行対策の一部としてマスク着用が有効であることが示唆されて

いる。着用者が10％増加するにより、そうでない場合と比較して流行を3.53倍（95％信頼区

間：2.03-6.43）制御しやすくなる（マスク着用率が10％上昇することによって、実効再生

産数が1未満に落ちて流行が制御下に置かれるという度合いが3.53倍だけ増す）と推定され

ている[11]。世界6大陸の着用状況と流行制御の関連をベイズ階層モデルで分析した研究に

おいても、公共の場におけるマスクの着用は平均的なマスク着用率を達成している場合、着

用なしと比較して実効再生産数をおおむね19％下げることに貢献してきたとされる[12]。 

3．マスク着用の呼びかけのあり方と諸外国での対応事例について 

〇諸外国では、多くの場合マスク着用は強制力をともなうmask mandate（着用義務）として

マスク着用が対策の一部として実施されてきた（日本での呼び掛けとは大きく異なる扱いで

あった）。マスク着用に関する文化的背景が日本と大きく異なる欧州では、流行状況が悪化

した場合にのみマスク着用を呼び掛けることがある。例えば、ドイツでは欧州で最後まで継

続された長距離の交通機関のマスク着用義務を2023年2月に解除することを決めたが、保健

相は自発的にマスクを着用することを推奨することを呼び掛けている[13]。 

〇これまでの集団行動動態に関する研究を通じて、マスクの着用は文化的な背景もあわせ

て、国によって大きく異なる経過を辿っている。その集団内でのマスク着用度合いは、(i)

公的機関からのマスク着用の指示と(ii) 社会的特徴（社会規範や同調傾向）の2つの要因に

依存することで知られる[14]。そのいずれかが弱まるとマスク着用率は低下した状態で安定

的に推移することになる。 

〇韓国では、公共交通機関や病院、薬局など一部の施設を除いて屋内でのマスク着用義務を

解除する対応をしているが、多くの市民は継続しているとされる。シンガポールでは2022年

8月以降、屋外・屋内ともにマスク着用は義務ではないとしたが、公共交通機関および病

院、高齢者施設においては必ず着用することが推奨されている[15]。マスク着用に関するこ
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のような推奨の変更は段階的に行われており、上記に先立って2022年4月にまずマスク着用

義務が屋外のみ撤廃されている。 

〇台湾では、2022年12月1日以降、次の通りに対応している[16]：（１）屋外空間について

「マスクの常時着用」の規定を撤廃。但し、年末のカウントダウンなど屋外で行う大型イベ

ントについては別途判断。（２）屋内（車内、船内、航空機内を含む）ではこれまで通り、

「マスクの常時着用」を義務付ける。（３）次の（一）から（四）の例外については屋内で

あってもマスクを着用する必要はない。 （一）運動をする場合、歌を歌う場合、個人・団

体で写真撮影を行う場合、（二）自分で運転し、車内の同乗者がすべて同居家族である場

合、または同乗者がいない場合、（三）ライブ放送、ビデオ撮影、司会、レポート（報

道）、スピーチ、講演、講義など会話や談話に関する業務や活動の正式な撮影や進行をする

場合、（四）温泉、冷泉、ドライタイプのサウナ、スパ施設、サウナ、スチームルーム、ウ

ォーターアクティビティなど、マスクが湿ったり濡れやすい場合。 

◯カナダでは、マスクの着用は個人の選択であり他人の選択を理解し敬意を払うようにとし

ながらも、屋内の公共スペースではマスクの着用を推奨している。また、重症化リスクを有

する人やその周囲の人、集団生活をしている場所に訪問する場合、混雑や換気の悪い場所で

は、マスク着用が特に重要としている。さらに、長期的には、アウトブレイクにある場合

（流行がある場合）、新たに懸念される変異ウイルスにある場合や地域の流行レベルが高い

場合には、市民のマスク着用に強く頼る必要も生じうるとしている[17]。 
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